
各部門の報告

新潟県立十日町病院
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令
和

3
年
度
　
県
立
十
日
町
病
院
　
栄
養
課
Ｂ
Ｓ
Ｃ
成
果
報
告

栄
養
課
理
念
安
心
・
安
全
な
食
事
提
供
に
よ
る
適
正
な
栄
養
管
理
を
行
い
、
調
理
師
・
管
理
栄
養
士
の
専
門
性
を
発
揮
し
て
チ
ー
ム
医
療
に
貢
献
し
ま
す
。

運
営
方
針

健
全
な
給
食
運
営
に
基
づ
き
、
患
者
満
足
度
の
高
い
治
療
食
提
供
に
努
め
ま
す
。
　
栄
養
管
理
・
栄
養
指
導
の
実
践
に
よ
り
チ
ー
ム
医
療
へ
の
参
画
、
患
者
・
家
族
へ
の
栄
養
知
識
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

経
費
の
節
減

予
算
の
適
正
な
執
行

食
材
費
の
適
正
執
行

一
般
食
7
8
0
円

特
別
食
8
4
5
円

一
般
食
7
9
6
円

特
別
食
8
6
1
円

一
般
食
7
9
6
円

特
別
食
8
6
1
円

一
般
食
7
8
0
円

特
別
食
8
4
5
円

1
0

0
適
正
発
注
、
在
庫
管
理
の
徹
底
、
食
数
確
認
の
徹
底
、
見
積
も
り
合
わ
せ
に
よ
る
廉
価
購

入

廃
棄
食
材
金
額

3
0
,0
0
0
円
以
下

2
4
6
3
5
円

3
0
,0
0
0
円
以
下

9
,9
3
5
円

3
3

消
費
期
限
確
認
の
徹
底
、
在
庫
管
理
の
徹
底

給
食
費
請
求
漏
れ
確
認

4
0
件
以
下

3
9
件

4
0
件
以
下

2
0
件

5
0

食
事
開
始
電
話
連
絡
の
入
力
確
認
の
徹
底
、
病
棟
へ
の
周
知

医
業
収
支
の
増
加

栄
養
指
導
件
数
の
確
保
外
来
個
別
指
導
件
数

5
0
0
件
/年

4
1
6
件

4
0
0
件
/年

6
8
3
件

1
7

0
定
期
的
な
栄
養
指
導
予
約
、
外
来
と
の
連
携
強
化

患
者
の
確
保

（
加
算
算
定
件
数
増
）
入
院
個
別
指
導
件
数

2
0
0
件
/年

2
9
2
件

3
0
0
件
/年

4
7
3
件

1
5

8
C
P
の
有
効
利
用
、
病
棟
と
の
連
携
強
化

外
来
・
入
院
集
団
指
導
件
数

2
0
件
/年

6
件

2
0
件
/年

0
件

0
担
当
看
護
師
と
連
携
強
化
、
患
者
拾
い
上
げ
方
法
の
確
立
、
指
導
方
法
の
確
立

透
析
予
防
指
導
件
数

2
0
0
件
/年

1
1
6
件

1
3
0
件
/年

7
7
件

5
9

定
期
的
な
栄
養
指
導
予
約
、
外
来
と
の
連
携
強
化

加
算
食
の
割
合

2
0

%
2

3
.7

0
%

2
5

%
3

2
.7

0
%

1
3

1
栄
養
管
理
計
画
作
成
時
の
病
名
と
食
種
の
確
認
及
び
入
力
修
正

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
作
成
時
の
食
種
チ
ェ
ッ
ク
及
び
入
力
修
正

患
者
サ
ー
ビ
ス
の

向
上

食
事
満
足
度
の
向
上

嗜
好
調
査
の
実
施

3
回
/年

0
回

3
回
/年

2
回

6
7

食
種
別
嗜
好
調
査
の
実
施
、
結
果
を
献
立
お
よ
び
調
理
に
反
映
さ
せ
る

患
者
Q
O
L
の
向
上

嗜
好
調
査
食
事
満
足
度

9
0
％
以
上

未
実
施

9
0
％
以
上

9
0

.8
0

%
9

6
病
院
食
満
足
度
調
査
実
施
、
献
立
の
見
直
し

患
者
の
声
苦
情
0

0
件
/年

0
件

0
件
/年

0
件

1
0

0
献
立
の
見
直
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
個
人
対
応
の
実
施

安
全
管
理
の
徹
底

配
膳
ミ
ス
等
の
防
止

イ
ン
シ
デ
ン
ト
件
数

（
レ
ベ
ル
1
以
上
）

3
0
件
/年

3
3
件

3
0
件
/年

2
7
件

9
0

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
の
注
意
喚
起
と
申
し
送
り
の
徹
底
、
各
自
の
確
実
な
点
検
（
指
差
し
呼

称
）

衛
生
管
理
の
徹
底

厨
房
内
細
菌
検
査
実
施

8
回
/年

5
回

8
回
/年

1
2
回

1
5

0
定
期
的
な
D
D
チ
ェ
ッ
カ
ー
に
よ
る
細
菌
検
査
の
実
施
、
検
討

医
療
の
質
の
向
上

チ
ー
ム
医
療
の
充
実

褥
瘡
・
N
S
T
回
診

2
5
件
/年

3
0
件

3
0
件
/年

6
1
件

2
0

3
多
職
種
の
連
携
強
化

地
域
連
携
強
化

退
院
時
情
報
提
供
書
作
成

5
件
/年

1
件

5
件
/年

0
件

0
医
師
会
、
保
健
所
、
市
役
所
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
在
宅
栄
養
士
、
病
院
栄
養
士
の
連

携

専
門
性
の
向
上

院
内
学
習
会
・
職
域
研
修
会

の
1
人
平
均
参
加
回
数

3
回
/年

0
回

2
回
/年

2
.5
回
/年

1
2

5
研
修
会
・
勉
強
会
へ
の
参
加
　
職
域
研
修
会
の
参
加
と
伝
達
講
習
の
実
施

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
目
標
資
格
合
格
・
更
新

1
件
/年

0
件

1
件
/年

0
件

0
糖
尿
病
療
養
指
導
士
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
専
門
栄
養
士
等
の
受
験
お
よ
び
更
新

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

視
点

戦
略
マ
ッ
プ

戦
略
目
標

重
要
成
功
要
因

R
3
年
度

3
月
末
実
績

達
成
率
％

専
門
知
識
・
技
術

の
向
上

学 習 と 成

長 の 視 点

内 部 プ ロ セ ス の 視 点

R
2
年
度
目
標

R
3
年
度
目
標

業
績
評
価
指
標

顧 客 の 視 点経 営 の 視 点

R
２
年
度

3
月
末
実
績

経
営
安

定
化

医
療
の

質
の

向
上

多
職
種
連

携

患
者
満

足
度
の

向
上

安
心
と

信
頼
の
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令
和

3
年

度
十

日
町

病
院

看
護

部
Ｂ

Ｓ
Ｃ

令
和

3
・

５
（

改
訂

）
ﾐｯ
ｼ
ｮﾝ

医
療

を
通

し
て

十
日

町
地

域
を

支
え

る
中

核
病

院
令

和
３

年
度

　
看

護
部

目
標

ﾋ
ﾞｼ
ﾞｮ
ﾝ

し
っ

か
り

と
急

性
期

医
療

を
こ

な
し

、
し

な
や

か
に

包
括

ケ
ア

を
支

え
る

1
　

倫
理

的
視

点
を

大
切

に
し

、
対

象
者

に
合

わ
せ

た
看

護
を

提
供

す
る

。

テ
ー
マ

2
　

「
生

活
」

の
視

点
を

持
っ

た
看

護
を

多
職

種
と

協
働

し
て

実
践

す
る

。

医
療

の
質

確
保

お
よ

び
メ

デ
ィ

エ
ー

シ
ョ

ン
マ

イ
ン

ド
の

醸
成

3
　

安
全

で
安

心
な

看
護

を
継

続
し

て
実

践
す

る
。

４
　

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
中

で
他

職
種

と
連

携
し

て
病

院
の

役
割

・
機

能
を

果
た

す
。

目
標

値
実

績
値

R
2

達
成

見
込

み
目

標
値

実
績

値
（

9
月

末
）

実
績

値
（

Ⅰ
月

末
）

一
般

病
棟

病
棟

稼
働

率
  

  
８

５
％

6
2

.1
%

ー
8

5
.0

%
6

7
.2

%
7

4
.3

%

緊
急

入
院

患
者

数
7

8
.2

0
%

ー
7

5
%

7
4

.2
0

%
7

3
.0

0
%

地
域

包
括

ケ
ア

病
棟

の
有

効
活

用
地

域
包

括
病

棟
稼

働
率

８
５

％
8

0
.0

%
7

5
.3

%
△

8
5

.0
%

8
7

.3
%

8
9

.0
%

入
院

稼
働

率
を

保
ち

、
病

棟
入

院
受

け
入

れ
が

ス
ム

ー
ズ

に
な

る
よ

う
に

す
る

。
可

能
月

は
夜

間
看

護
加

算
を

算
定

。

入
院

支
援

介
入

　
件

数
1

0
0

1
3

1
件

2
0

0
件

退
院

ケ
ア

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
件

数
5

0
0

1
1

7
件

1
9

4
件

院
内

連
係

推
進

院
内

協
力

件
数

(看
看

）
他

職
種

と
の

チ
ー

ム
活

動
件

数
2

0
0

件
４

０
２

件
〇

2
0

2
9

件
5

5
件

時
間

外
勤

務
時

間
（

1
2

月
ま

で
）

前
年

度
と

の
比

較
1

0
0

0
時

間
減

６
５

６
時

間
増

×
５

０
０

H
減

1
0

7
9

Ｈ
増

2
2

1
8

H
増

（
1

2
月

末
）

有
効

な
業

務
体

制
を

検
討

す
る

。
休

憩
時

間
の

確
保

と
申

し
送

り
時

間
の

短
縮

に
向

け
て

業
務

内
容

を
検

討
す

る
。

コ
ロ

ナ
関

連
の

業
務

の
増

加
や

病
床

の
制

限
に

よ
り

、
超

勤
は

大
幅

に
増

加
。

応
援

や
業

務
改

善
も

超
勤

縮
減

に
つ

な
が

ら
な

か
っ

た
。

有
給

休
暇

取
得

日
数

1
1

日
6

.8
日

×
１

１
日

7
日

6
.5

日
年

休
取

得
日

数
は

目
標

値
や

1
0

日
に

及
ば

な
か

っ
た

。

時
間

管
理

に
関

す
る

取
組

1
4

件
１

５
件

〇
１

４
件

1
7

件
1

7
件

各
部

署
で

取
り

組
ん

だ
が

超
勤

減
少

部
署

は
西

６
手

術
室

で
あ

っ
た

。

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
分

析
か

ら
対

策
評

価
報

告
件

数
1

4
件

９
件

×
１

０
件

8
件

1
1

件

病
院

全
体

の
基

準
と

各
セ

ク
シ

ョ
ン

の
基

準
を

明
示

し
新

採
用

者
と

転
入

者
に

説
明

す
る

。
医

療
安

全
面

よ
り

感
染

の
ｱｳ

ﾄﾌ
ﾞﾚ

ｲｸ
を

起
こ

さ
な

い
。

（
患

者
1

人
当

た
り

の
手

指
衛

生
1

日
1

0
回

以
上

）
感

染
ア

ウ
ト

ブ
レ

イ
ク

０

業
務

改
善

対
策

書
は

全
1

1
件

、
そ

の
う

ち
看

護
部

か
関

与
し

て
い

る
も

の
は

1
0

件
。

救
急

外
来

の
お

け
る

患
者

誤
認

が
繰

り
返

し
あ

り
、

救
急

外
来

で
も

患
者

確
認

の
た

め
に

名
前

シ
ー

ル
を

胸
に

貼
付

す
る

ル
ー

ル
に

し
た

。

感
染

ア
ウ

ト
ブ

レ
イ

ク
0

〇
0

0
0

リ
ス

ク
委

員
を

中
心

に
事

例
検

討
を

積
極

的
に

お
こ

な
い

、
対

策
を

考
案

し
評

価
す

る
。

ア
ウ

ト
ブ

レ
イ

ク
0

　
今

後
は

対
応

方
法

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

身
体

拘
束

率
の

低
下

　
％

前
年

度
２

０
％

削
減

3
4

.2
% 減

〇
３

０
％

減
2

0
%

減
0

%
認

知
症

ワ
ー

キ
ン

グ
を

中
心

に
、

各
セ

ク
シ

ョ
ン

で
認

知
症

対
策

取
組

む
。

(小
児

・
産

科
患

者
を

除
く

抑
制

割
合

) 
　

　
 R

３
/Ｒ

２
管

理
日

誌
拘

束
者

数

認
知

症
事

例
検

討
　

件
数

２
１

件
1

1
件

2
4

認
知

症
看

護
の

質
の

向
上

を
図

る

職
員

の
接

遇
向

上
看

護
部

へ
の

感
謝

の
件

数
2

0
件

２
８

件
〇

２
０

件
2

6
件

1
9

件

看
護

部
へ

の
ク

レ
ー

ム
件

数
1

5
件

以
内

１
８

件
△

１
５

件
以

内
1

3
件

1
2

件

専
門

性
の

向
上

専
門

資
格

の
取

得
人

数
4

人
０

人
×

４
人

0
1

認
定

看
護

師
・

糖
尿

病
療

養
指

導
士

・
呼

吸
療

法
認

定
士

・
ス

ト
ー

マ
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

修
了

者
を

育
成

す
る

。
前

期
面

接
で

意
思

確
認

を
行

う
。

後
期

認
定

看
護

師
（

認
知

症
）

1
名

取
得

あ
り

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

コ
ー

ス
開

催
コ

ー
ス

数
　

参
加

人
数

各
コ

ー
ス

1
0

人
コ

ロ
ナ

中 止
ー

１
０

０
人

前
期

　
　

1
コ

ー
ス

開
催

/5
コ

ー
ス

予
定

中

3
コ

ー
ス

開
催

　
5

4
名

（
延

べ
人

数
）

ｚ
ｏ

ｏ
ｍ

使
い

発
信

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

コ
ー

ス
を

修
了

し
た

人
が

各
セ

ク
シ

ョ
ン

で
、

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

と
し

て
活

躍
で

き
る

よ
う

に
､意

識
付

け
を

行
う

。
地

域
か

ら
も

で
き

る
コ

ー
ス

は
参

加
者

を
募

る
。

院
内

フ
ェ

ー
ズ

の
状

況
を

見
な

が
ら

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

3
コ

ー
ス

開
催

し
た

。
次

年
度

も
継

続
で

あ
れ

ば
研

修
方

法
な

ど
の

検
討

（
Ｗ

Ｅ
Ｂ

な
ど

）
も

必
要

院
外

研
修

会
一

人
当

た
り

の
参

加
回

数
（

学
会

を
含

む
）

2
回

ー
２

回
//

１
職 員

1
.1

回
2

.6

出
張

の
他

・
自

主
研

修
に

は
看

護
部

会
よ

り
1

回
補

助
を

行
う

。
研

修
会

に
関

し
て

は
本

人
の

希
望

を
重

視
す

る
。

　
各

自
の

参
加

回
数

を
平

均
し

数
値

と
す

る
。

動
画

研
修

含
む

.z
o
o
m

研
修

　
Ｗ

Ｅ
Ｂ

研
修

増

院
内

研
修

会
一

人
当

た
り

の
参

加
回

数
（

看
護

部
主

催
含

む
）

4
回

ー
４

回
//

１
職 員

0
.9

回
3

.7
回

院
内

研
修

会
（

感
染

対
策

/医
療

安
全

他
）

看
護

部
主

催
の

研
修

会
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
も

含
め

、
各

自
の

参
加

回
数

を
平

均
し

数
値

と
す

る
。

Z
o
o
m

研
修

講
習

会

C
o
v
id

1
9

に
よ

る
入

院
制

限
等

で
同

条
件

の
比

較
で

は
な

い
が

拘
束

率
の

増
な

し
。

院
内

に
て

認
知

症
対

応
向

上
研

修
を

行
い

受
講

者
か

ら
の

各
部

署
で

の
学

習
会

を
実

施
し

周
知

し
た

。

庭
野

患
者

か
ら

の
小

さ
な

声
も

大
切

に
投

書
事

例
検

討
を

行
い

対
策

を
立

案
す

る
。

ク
レ

ー
ム

に
つ

い
て

師
長

の
対

応
が

困
難

時
は

メ
デ

ィ
エ

ー
タ

ー
に

つ
な

げ
る

。
看

護
師

長
・

副
師

長
を

中
心

に
メ

デ
ィ

エ
ー

タ
ー

研
修

会
参

加
を

推
進

す
る

。
倫

理
研

修
の

実
施

メ
デ

ィ
エ

ー
タ

ー
の

対
応

事
例

は
な

し
。

2
名

が
メ

デ
ィ

エ
ー

タ
ー

研
修

参
加

。
部

署
内

で
の

倫
理

学
習

会
や

、
院

内
フ

ォ
ト

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

倫
理

的
思

考
を

高
め

た
。

後
期

は
や

や
ク

レ
ー

ム
が

多
く

、
年

間
通

し
て

感
謝

も
ク

レ
ー

ム
も

多
か

っ
た

。
ご

意
見

を
い

た
だ

け
る

雰
囲

気
に

な
っ

て
き

た
こ

と
は

良
い

傾
向

。
ク

レ
ー

ム
対

応
や

改
善

は
速

や
か

に
行

え
て

い
た

。

学 習 と 成 長 の 視 点

生
涯

教
育

お
よ

び
専

門
性

の
追

求

部
長

室

研
修

回
数

目
標

値
は

到
達

し
た

。
協

会
W

E
B

研
修

の
参

加
や

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
研

修
開

催
が

増
え

自
主

研
修

の
機

会
が

増
え

た
。

時
間

管
理

の
意

識
向

上
板

垣
年

休
1

日
を

5
日

間
、

全
職

員
が

と
る

。
働

き
方

改
革

、
経

営
改

善
の

視
点

よ
り

時
間

管
理

に
各

セ
ク

シ
ョ

ン
で

取
り

組
む

。
深

夜
入

り
の

身
体

的
負

担
の

軽
減

の
た

め
、

時
間

前
年

休
、

定
時

帰
宅

を
推

進
す

る
。

内 部 プ ロ セ ス の

視 点
看

護
の

質
の

　
向

上

医
療

安
全

意
識

の
  
  

 向
上

大
渕

患
者

の
尊

厳
守

る
水

落

入
院

患
者

数
の

増
加

と
入

院
稼

働
率

を
上

げ
地

域
医

療
を

守
る

。
コ

ロ
ナ

が
終

息
す

れ
ば

オ
バ

ー
ナ

イ
ト

ベ
ッ

ド
の

実
施

入
院

期
間

Ⅱ
を

意
識

し
た

取
り

組
み

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
今

後
も

継
続

　
地

域
包

括
病

棟
は

5
0

～
5

5
床

の
入

院
患

者
を

維
持

し
て

い
る

。
診

療
報

酬
改

定
に

よ
る

運
用

の
検

討
が

必
要

顧 客 の 視 点

多
職

種
連

携
協

働
の

推
進

入
退

院
支

援
の

介
入

充
実

久
保

田

外
来

か
ら

の
協

力
体

制
強

化
。

地
域

と
の

病
病

連
携

、
病

診
連

携
、

在
宅

と
の

連
携

を
進

め
る

た
め

、
各

セ
ク

シ
ョ

ン
に

退
院

支
援

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

会
を

置
き

、
事

例
検

討
を

行
い

な
が

ら
理

解
を

深
め

る
。

連
携

室
中

心
の

連
携

会
議

と
､管

理
者

中
心

の
連

携
会

議
に

は
積

極
的

に
参

加
し

、
連

携
を

推
進

す
る

。
入

院
支

援
加

算
が

算
定

で
き

る
、

入
院

前
か

ら
退

院
ま

で
切

れ
目

の
な

い
看

護
が

提
供

で
き

る
体

制
作

り
を

行
う

。
地

域
会

議
積

極
的

参
加

　
　

救
急

入
院

時
の

対
応

検
討

。
入

院
時

記
録

の
検

討
。

　
看

護
師

負
担

軽
減

計
画

の
推

進
と

評
価

。

外
来

の
協

力
及

び
連

携
の

意
識

が
構

築
さ

れ
入

院
前

情
報

の
入

力
等

の
入

院
支

援
介

入
が

さ
れ

て
い

る
。

リ
モ

ー
ト

を
使

っ
た

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
は

定
着

し
外

来
看

護
師

の
参

加
も

増
え

て
い

る
が

、
家

族
や

地
域

の
対

象
者

が
高

齢
な

た
め

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
を

辞
退

さ
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
件

数
の

増
加

に
至

ら
な

い
。

多
職

種
、

他
部

署
と

の
チ

ー
ム

活
動

は
多

く
の

チ
ー

ム
が

編
成

さ
れ

協
力

し
て

目
標

に
向

か
っ

て
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

財 務 の 視 点

入
院

機
能

の
維

持
と

経
営

改
善

急
性

期
一

般
病

棟
入

院
基

本
料

の
維

持

部
長

室

働
き

方
改

革
の

推
進

令
和

２
年

令
和

3
年

統
括

担
当

行
動

計
画

最
終

評
価

医
療

と
介

護
に

お
け

る
多

職
種

連
携

機
能

の
強

化
、

急
性

期
一

般
入

院
基

本
料

1
の

堅
持

、
地

域
包

括
ケ

ア
病

棟
の

効
率

的
運

営

区
分

戦
略

マ
ッ

プ
戦

略
目

標
主

な
成

果
（

重
要

重
要

評
価

指
標

院 内 外 の 連

携 推 進

看 護 の 質

入 院 機 能 維 持

と 経 営 改 善

生 涯 教 育 お よ び

専 門 性 追 求
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+
A

1
:J

2
+
C

+
A

1
:J

2
1

１
．

外
来

看
護

師
と

し
て

の
役

割
を

認
識

し
、

患
者

指
導

、
接

遇
を

強
化

す
る

。
2

．
地

域
や

病
棟

と
連

携
し

、
看

護
の

継
続

を
図

る
。

目
標

値
実

績
値

入
院

時
支

援
加

算
2

算
定

件
数

２
件

1
0

件
以

上
1

0
件

予
定

入
院

前
か

ら
患

者
情

報
の

聞
き

取
り

や
入

力
を

行
う

こ
と

で
、

患
者

情
報

入
院

時
支

援
加

算
２

は
1

0
件

算
定

で
き

た
。

患
者

情
報

入
力

件
数

4
2

件
１

５
０

件
以

上
1

4
3

件

2
月

ま
で

で
、

患
者

情
報

聞
き

取
り

は
2

1
4

件
、

う
ち

、
入

力
は

1
4

3
件

で
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
て

い
る

。
整

形
は

業
務

内
で

入
力

が
難

し
い

た
め

、
救

外
夜

勤
N

S
へ

入
力

依
頼

で
き

る
か

検
討

す
る

。

院
内

協
力

体
制

強
化

病
棟

応
援

件
数

3
6

1
回

3
5

0
回

以
上

2
5

0
回

　
黄

チ
ー

ム
後

期
は

、
欠

員
2

名
の

期
間

も
あ

り
、

東
４

へ
の

定
期

助
勤

も
ま

ま
な

ら
な

い
状

況
だ

っ
た

。
ま

た
、

救
外

を
無

人
に

し
な

い
こ

と
と

な
り

、
1

2
月

か
ら

応
援

件
数

が
極

端
に

減
少

し
た

。

診
療

報
酬

の
確

実
な

算
定

請
求

漏
れ

指
摘

項
目

数
（

の
べ

数
）

3
8

項
目

2
0

項
目

2
0

項
目

　
赤

チ
ー

ム
請

求
漏

れ
は

、
前

期
2

0
項

目
、

後
期

０
。

た
だ

し
、

毎
月

、
指

摘
項

目
は

あ
る

た
め

、
救

外
で

の
処

置
オ

ー
ダ

ー
漏

れ
を

防
ぐ

。
モ

ニ
タ

ー
・

酸
素

・
エ

コ
ー

・
点

滴
を

主
に

指
摘

さ
れ

て
い

る

外
来

療
養

指
導

の
強

化
指

導
件

数
療

養
指

導
2

7
4

件
透

析
予

防
1

0
4

件
が

ん
イ

1
9

件

療
養

指
導

1
5

0
件

透
析

予
防

1
0

0
件

が
ん

イ
2

5
件

療
養

指
導

2
7

5
件

透
析

予
防

6
9

件
が

ん
イ

6
6

件
が

ん
ロ

4
件

緑
チ

ー
ム

黄
チ

ー
ム

適
切

な
患

者
選

定
に

よ
り

患
者

指
導

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
助

産
師

に
よ

る
乳

腺
炎

予
防

ケ
ア

1
7

件
、

助
産

外
来

1
4

2
件

。
妊

婦
指

導
3

6
件

。
自

己
注

射
指

導
2

件
。

泌
尿

器
科

の
在

宅
療

養
指

導
2

4
件

。
共

有
フ

ァ
イ

ル
の

利
用

に
よ

り
内

科
の

「
が

ん
イ

」
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
ス

ト
マ

指
導

は
7

件
行

う
こ

と
が

で
き

た
が

、
ケ

モ
室

と
兼

任
の

こ
と

も
あ

り
、

今
後

の
育

成
が

課
題

。

職
員

の
接

遇
力

向
上

看
護

師
へ

の
苦

情
件

数
看

護
師

6
件

医
師

2
件

シ
ス

テ
ム

3
件

1
0

件
以

下
７

件
（

感
謝

3
件

）
黄

チ
ー

ム
苦

情
へ

の
速

や
か

な
対

応
と

ス
タ

ッ
フ

周
知

を
行

っ
た

。
患

者
家

族
の

立
場

に
立

っ
た

対
応

や
言

葉
遣

い
・

態
度

に
つ

い
て

の
学

習
会

を
行

っ
た

。

病
棟

地
域

と
の

連
携

強
化

退
院

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
参

加
数

6
回

1
2

回
以

上

1
3

件
緑

チ
ー

ム

病
棟

（
特

に
東

５
）

か
ら

お
誘

い
を

多
く

受
け

、
退

院
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

に
積

極
的

な
参

加
が

で
き

た
。

退
院

支
援

W
G

で
の

情
報

交
換

が
奏

功
し

た
。

整
形

退
院

後
初

再
診

の
患

者
へ

声
を

か
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

対
策

が
必

要
。

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
分

析
か

ら
対

策
評

価
報

告
件

数

4
件

2
件

以
上

2
件

患
者

誤
認

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
が

3
件

も
発

生
し

個
人

情
報

漏
洩

を
伴

う
事

例
が

2
例

。
指

差
呼

称
の

習
慣

化
に

向
け

、
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
よ

る
振

り
返

り
を

行
い

。
学

習
会

を
実

施
し

た

確
認

不
足

に
よ

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
件

数
2

9
件

2
0

件
以

内
3

9
件

確
認

不
足

に
よ

る
イ

ン
シ

デ
ン

ト
が

減
少

せ
ず

、
検

査
ラ

ベ
ル

の
貼

り
間

違
い

が
起

き
て

し
ま

っ
た

。
指

差
し

呼
称

を
し

な
か

っ
た

事
例

が
ほ

と
ん

ど
。

定
期

的
な

チ
ェ

ッ
ク

が
課

題

確
実

な
感

染
対

策
の

実
施

職
員

感
染

事
例

（
コ

ロ
ナ

）
0

例
0

例
0

黄
チ

ー
ム

コ
ロ

ナ
感

染
対

策
の

改
善

、
継

続
　

手
洗

い
と

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

プ
リ

コ
ー

シ
ョ

ン
の

徹
底

災
害

時
看

護
の

意
識

向
上

各
種

ア
ク

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

の
修

正
と

訓
練

の
実

施

3
種

作
成

　
　

　
　

　
机

上
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
1

回
　

　
　

　
　

　
実

働
訓

練
1

回

実
動

訓
練

1
回

以
上

未
実

施
赤

チ
ー

ム
1

0
月

の
災

害
訓

練
後

に
、

新
病

院
の

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

沿
っ

て
、

ア
ク

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

を
見

直
し

た
が

、
訓

練
が

で
き

な
か

っ
た

。
災

害
訓

練
前

に
各

科
の

防
災

用
具

の
確

認
を

行
っ

た
。

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

用
い

た
学

習
会

の
開

催

倫
理

課
題

の
学

習
会

回
数

1
回

1
回

以
上

1
回

黄
チ

ー
ム

個
人

情
報

の
扱

い
に

つ
い

て
の

一
事

例
を

持
ち

帰
り

検
討

結
果

を
提

出
す

る
と

い
う

形
で

学
習

を
行

っ
た

が
、

検
討

内
容

や
意

見
を

周
知

で
き

て
い

な
い

。
年

度
内

に
行

う
。

外
来

学
習

会
開

催
数

　
1

2
 回

9
回

7
回

感
染

状
況

に
よ

り
計

画
ど

お
り
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Ｒ
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が
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急性期一般病棟  外科・内科 

新型コロナ患者増加の影響を受け、それ以外の
外科・内科の緊急入院患者 840名を受け入れた。
そのほとんどがグレー対応(548 件)で、防護具着
用を必要とする。PCR陰性を確認すると大部屋へ
ベッド移動するため、業務量が増え超過勤務増加
の原因となった。しかし、緊急入院が少ない時は
定時退庁できる日もあり、メリハリのある仕事が
出来ている。326 名の予定入院も含め、病床稼働
率は 79.2％、回転率は 5.5％（最大 6.5％）と院内
で最も高かった。退院調整が必要な患者を地域包
括ケア病棟へ転棟（166 名）し、空いたところで
緊急入院を受け入れるという目まぐるしいベッ
ドの利用状況である。 
人工呼吸器が同時に３台 
稼働している状況であっ 
ても、夜間用にグレー部 
屋を確保し緊急入院を受 
け入れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
外科手術は385件であった。終末期の患者も多く、
緩和ケアカンファレンスを行い安楽に入院生活
が送れるよう支援している。病院の状況を踏まえ
ＤPCⅡ期の意識や、退院促進など柔軟な対応でベ
ッドコントロールを図った。 
 

外科カルテ電子化 

５月には外科の温度板を電子化し、毎朝の外
科カンファレンスは電子カルテで行っている。 

 
 
 
 
 
 
１月に鼠径ヘルニアの電子パスを作成し今後
運用開始予定である。他の疾患手術パスも電子
化する予定である。 

 

 
 
                                
病棟目標 
１．急性期病棟として効果的な病棟運営をする 
２．働きやすい職場環境を作る 
３．自ら学び実践できる職員の育成 

令和３年度 東３病棟 成果報告 

身体拘束早期解除に向けた取り組み 

急性期で重要なドレーン、チューブ類が挿入
されている患者が多いが、身体拘束の早期解除
に向けたカンファレンスを積極的に行い、身体
拘束は必要最小限とするよう努力している。 

 
一人リーダー制の導入 

一人リーダー制を導入し、各ペアの業務進捗
状況の把握により、緊急入院をスムーズに受け
入れられるよう采配している。 
 
 接遇力向上の取り組み 

副看護師長による接遇力向上を目指した取
組みでは、患者家族に入院生活についてのアン
ケートを行ったが、看護師への評価は高く感謝
の言葉も多数いただいた。コロナ禍で面会制限
がある中、患者さんへのメッセージを書いても
らいお届けしている。七夕には、患者さんに短
冊に願い事を書いてもらい癒し効果を図った。 
 
 ―　137　―



―　138　―



―　139　―



―　140　―



 
 
 
 
 

 1人リーダー体制の確立 

   リーダーとしての役割を明確にし、師長との連携・報告体制を整備するため 

  1人リーダー制を実施しました。 

   

 【リーダーの役割】 

 １、師長（代行）と連携を取り、病棟看護にあたる 

   ２、各ペアの業務遂行状況を確認し采配する 

   3、スタッフ育成・指揮司令塔の役割 

                  

 
 リエゾンチーム活動 

                     

整形外科・内科・歯科と連携し、チーム活動

を行いました。今年度は、平日のリエゾン患者

急変時の内科医師との連携体制を整備しまし

た。次年度は、委員会への繰り上げ、骨密度の

検査の実施など新しい取り組みも始める予定

です。 

 
 
 
 

 ベッドコントロール 

整形外科の患者様を中心に、常に入院患者を受け入れられる体制作りに努めました。 

R3年度 病床稼働率  西 4病棟 76.2 ％（院内平均 65.8 ％） 

患者転棟数 院内№１ 

病棟 東３ 西 4 東４ 東 5 西 6 

転棟数（人） ２２３ ３３６ １９１ １５ １８５ 

 

 

写真 

十日町病院における院内連携

大腿骨近位部骨折患者入院

整形 外科

歯科
口腔外科

リエゾンドクター
（内科）

薬剤師 リハビリテーション

顎骨壊死の有無
口腔ケア 看護師

骨粗鬆症治療の
有無

併存症確認
合併症予防
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退院後の生活を見据え、身体抑制せず患者の安全を守る取り組み 
昨年度、東 5地域包括ケア病棟において取り組んだ「身体抑制ゼロ」は現在も継続している。

地域包括ケアシステム構築を考える現在、患者が在宅で自分らしく生活するため自部署の役

割は何かを考え多職種と取り組んだ結果を報告する。 

 

取り組み その① 転棟患者の安全対策の情報共有 

患者が動くことを制限するのではなく、 

L字バーや緩衝マットを利用し、動いても 

安全を守れる環境をつくった。 

特に転棟患者は環境の変化で転倒の危険も 

あるためリハビリと相談し患者に合った 

安全対策をたて、環境を整えた。 

また、転倒が起きてしまった場合はリハビリ 

スタッフもカンファレンスに参加し、さらなる 

安全対策を練った。 

取り組み その② 患者サポートセンターとの情報共有 

            週一度、チームごとに患者の退院に向けての進捗状況の確認

を          行っている。可能な限り、患者サポートセンターの看護師に  

も          入ってもらい、患者にとって退院後の生活を見据えた看護が 

 実施できるよう取り組んでいる。また、退院支援についての事 

例検討にも加わってもらい、多職種からの意見をもらい看護 

に活かしている。   

 

取り組み その② 看護補助者との協働 

6月より看護補助者が 12人となり、看護師と協力 

しながら患者の安全を守っている。ナースコールの 

ファーストタッチを可能な範囲でしてもらい早期に 

訪室することで危険行動には至らず安全に過ごせる 

環境をつくった。看護師と情報共有の時間を作り、 

安全に業務ができるよう取り組んだ。 

今後の取り組み 

                    認知症認定看護師の誕生により、専門知識を取

り入れ、今まで以上に個別性のある看護を実践

していく必要がある。また、地域包括ケア病棟

は診療報酬の改定により大きく体制が変わる。

病棟のスタッフ一人一人が経営の視点を持ち、

意識しながら変対応していかなければならない

と考える。 

患サポNS 
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得
す

る

人
工

呼
吸

器
実

技
テ

ス
ト

合
格

率
1
0
0
％

ペ
ー

パ
ー

テ
ス

ト
全

員
１

０
０

点

ペ
ー

パ
ー

テ
ス

ト
全

員
１

０
０

点

赤
G

・
人

工
呼

吸
器

の
学

習
会

と
実

技
テ

ス
ト

を
実

施
。

全
員

が
準

備
・

設
定

で
き

る
よ

う
に

な
る

・
集

合
学

習
か

ら
個

人
学

習
へ

シ
フ

ト
し

、
学

習
会

開
催

は
可

能
な

範
囲

で
行

う
・

P
N
S
、

レ
ス

ピ
、

防
災

、
感

染
対

策
、

認
知

症
看

護
、

退
院

支
援

、
口

腔
ケ

ア
、

心
電

図
モ

ニ
タ

ー
･
１

２
誘

導
に

つ
い

て
各

項
目

の
講

義
資

料
に

沿
っ

た
ペ

ー
パ

ー
テ

ス
ト

実
施

・
学

習
会

の
実

施
の

み
で

な
く

、
テ

ス
ト

も
行

っ
た

こ
と

で
達

成
度

は
1
0
0
％

と
な

っ
た

。
ま

た
今

年
度

は
コ

ロ
ナ

学
習

会
を

ビ
デ

オ
撮

影
し

振
り

返
る

こ
と

が
出

来
た

。
・

学
習

会
の

資
料

を
ま

と
め

た
フ

ァ
イ

ル
を

作
成

し
、

い
つ

で
も

振
り

返
り

が
出

来
た

た
め

、
次

年
度

も
継

続
し

て
い

く
・

タ
イ

ベ
ッ

ク
の

着
脱

練
習

、
緊

急
時

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

、
呼

吸
器

学
習

会
な

ど
の

実
施

で
安

全
な

感
染

対
策

へ
の

意
識

づ
け

が
出

来
た

倫
理

事
例

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
1
件

以
上

1
件

赤
G

・
卒

3
で

企
画

し
事

例
検

討
を

行
う

。
全

員
が

検
討

内
容

を
共

有
・

全
員

で
共

有
す

べ
き

事
例

は
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

を
行

う

2
月

に
実

施

・
超

勤
時

間
が

目
標

よ
り

少
な

か
っ

た
の

は
病

棟
の

状
況

に
よ

る
と

こ
ろ

が
大

き
い

。
入

院
状

況
に

よ
り

遅
番

の
超

勤
や

日
勤

者
の

超
勤

増
加

あ
り

。
時

間
管

理
に

対
す

る
ス

タ
ッ

フ
の

意
識

改
革

と
業

務
検

討
必

要
。

　
　

　
　

　
　

　
　

・
N
s
で

な
く

て
も

で
き

る
仕

事
を

洗
い

出
し

提
示

。
業

務
改

善
へ

の
足

掛
か

り
と

し
て

い
き

た
い

・
西

6
病

棟
で

は
呼

吸
器

、
B
IP

A
P
に

つ
い

て
の

学
習

会
は

必
須

で
あ

る
た

め
次

年
度

も
継

続
・

全
員

参
加

は
厳

し
い

た
め

、
ス

タ
ッ

フ
全

員
の

学
習

支
援

が
出

来
る

よ
う

、
工

夫
・

計
画

を
立

て
る

必
要

が
あ

る
。

・
感

染
受

入
れ

病
棟

と
し

て
、

タ
イ

ベ
ッ

ク
着

脱
、

急
変

時
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
、

ス
タ

ッ
フ

全
員

の
ス

キ
ル

維
持

が
出

来
る

よ
う

継
続

必
要

・
病

棟
体

制
の

変
動

が
多

く
、

入
院

状
況

の
変

化
で

超
勤

状
況

も
変

わ
っ

た
。

助
勤

体
制

を
通

し
て

ス
タ

ッ
フ

の
協

力
意

識
は

素
晴

ら
し

い
も

の
を

感
じ

た
。

・
現

在
も

一
般

病
棟

の
稼

働
が

不
安

定
で

は
あ

る
が

、
P
N
S

で
の

時
間

管
理

や
ワ

ン
チ

ー
ム

で
の

業
務

管
理

の
検

討
を

今
後

進
め

て
い

く

学
習

意
欲

を
高

め
る

活
動

を
す

る

　
　

　
令

和
３

年
度

　
西

６
病

棟
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

目
標

1
.感

染
病

棟
と

し
て

安
全

な
感

染
対

策
を

実
施

す
る

。

2
.個

々
の

気
づ

き
を

大
切

に
し

、
学

習
を

支
援

す
る

職
場

を
つ

く
る

顧 客 　 内 部 プ ロ セ ス

働
き

や
す

い
職

場
環

境
を

作
る

・
日

勤
P
N
S
で

の
時

間
管

理
を

周
知

す
る

・
D
ｒ

と
の

協
力

体
制

を
考

え
る

・
時

間
管

理
を

病
棟

会
議

で
の

定
例

議
題

に
す

る
・

業
務

調
整

を
ワ

ン
チ

ー
ム

で
行

う
し

く
み

の
検

討

・
R
C
A
分

析
す

る
た

め
の

ス
ピ

ー
デ

ィ
ー

な
出

来
事

流
れ

図
作

成
を

行
う

　
　

　
　

　
　

　
・

イ
ン

シ
デ

ン
ト

か
ら

要
因

を
考

え
る

習
慣

を
つ

け
、

看
護

ケ
ア

に
結

び
付

け
る

・
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

が
正

し
き

出
来

て
い

る
か

を
確

認
し

、
検

討
し

て
い

く
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チームワークは院内NO.1！ 

 

令和 3年度 手術室成果報告 

 

 

 
 

                                             

各色チームの取り組み 

  

病院機能評価受審もあり、適切に麻酔機能を発揮し周術期看護の対応するために、各チー

ムで課題に取り組みました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0
100
200

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

予定・緊急手術の件数

R3年手術件数

予定 緊急 総件数

安全な手術室看護を行うために感染防

止対策やインシデントの分析を行いま

した。またマーキングマニュアルの作成

と定着に取り組みました 黄色チーム 
 

赤チーム 
 

青チーム 
 

外来手術患者さん用の説明用紙を見直

しました。写真を入れ、より分かりやす

いものになりました 

スキルアップのための学習会を計画的に行い

ました。麻酔医からや、ZOOMを活用し業者

からの学習会も行いました 

令和 3年度の総件数は 1281件でし

た。そのうち緊急は 218件で、ほぼ毎

日緊急手術がありました。 

総件数の半分は全身麻酔で、685件で

した。 

令和 3年度は、麻酔管理加算Ⅰがとれる

ようになり、経営面でも貢献出来ました 
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１
．

患
者

の
尊

厳
を

大
切

に
し

、
安

全
・

安
心

な
手

術
室

看
護

を
提

供
す

る
２

．
手

術
室

看
護

の
専

門
性

を
深

め
、

自
ら

学
び

実
践

で
き

る
職

員
を

育
成

す
る 目

標
値

実
績

値

S
P

D
シ

ー
ル

紛
失

枚
数

２
０

枚
以

下
（

紛
失

率
1

％
以

下
）

4
1

枚
（

紛
失

率
2

.6
％

）

定
期

点
検

し
、

ス
タ

ッ
フ

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

紛
失

枚
数

は
昨

年
と

同
じ

で
あ

っ
た

が
、

前
期

よ
り

減
少

し
た

。
各

部
屋

の
注

射
カ

ー
ト

の
紛

失
が

多
か

っ
た

不
良

在
庫

整
理

の
取

り
組

み
1

件
1

件
直

納
品

と
S

P
D

室
払

い
出

し
物

品
の

定
数

を
整

理
し

、
適

正
な

在
庫

管
理

を
行

う
各

自
担

当
棚

の
不

良
在

庫
は

、
医

師
に

確
認

す
る

な
ど

し
適

宜
定

数
整

理
し

た

コ
ス

ト
漏

れ
件

数
0

件
0

件
師

長
副

師
長

退
室

前
の

外
回

り
チ

ェ
ッ

ク
と

師
長

（
代

行
）

の
ト

リ
プ

ル
チ

ェ
ッ

ク
で

コ
ス

ト
漏

れ
を

防
ぐ

医
事

課
に

指
摘

さ
れ

る
コ

ス
ト

漏
れ

は
な

か
っ

た

麻
酔

管
理

加
算

Ⅰ
の

算
定

件
数

３
０

０
件

/
年

3
7

3
件

（
1

月
末

ま
で

）

師
長

副
師

長
麻

酔
医

が
常

勤
と

な
る

た
め

、
加

算
が

取
れ

る
よ

う
に

医
師

と
協

力
し

て
い

く
患

者
の

入
院

状
況

等
を

確
認

し
、

麻
酔

医
が

ス
ム

ー
ズ

に
患

者
訪

問
で

き
る

よ
う

に
協

力
し

た

外
来

手
術

患
者

の
術

前
訪

問
方

法
の

検
討

1
件

1
件

赤
チ

ー
ム

外
来

看
護

師
と

業
務

支
援

方
法

の
再

検
討

を
行

う
外

来
看

護
師

、
O

P
室

看
護

師
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

も
と

に
患

者
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

修
正

し
た

他
部

署
へ

の
応

援
件

数
（

時
間

）
2

0
0

時
間

師
長

副
師

長
手

術
状

況
に

応
じ

て
他

部
署

応
援

を
し

て
い

く
手

術
状

況
に

応
じ

て
協

力
し

た

時
間

外
勤

務
時

間
(1

2
月

ま
で

）
前

年
度

と
比

較
1

2
時

間
以

下
1

2
.5

時
間

（
－

3
.8

時
間

）

超
勤

の
平

均
化

。
手

術
エ

ン
ト

リ
ー

件
数

が
偏

ら
な

い
事

と
入

室
時

間
に

つ
い

て
医

師
と

調
整

を
図

る

整
形

の
O

P
日

（
火

・
木

）
は

件
数

が
多

い
傾

向
あ

り
、

医
師

に
調

整
を

お
願

い
す

る
こ

と
も

あ
っ

た
。

ス
タ

ッ
フ

の
超

勤
は

偏
ら

な
い

よ
う

に
配

慮
し

た

有
給

休
暇

取
得

日
数

1
1

日
9

.0
日

誕
生

月
は

予
定

年
休

を
入

れ
る

。
計

画
的

に
休

み
を

取
る

意
識

付
け

年
休

の
希

望
は

ほ
ぼ

と
れ

て
い

る

５
S

の
取

り
組

み
1

件
1

件
青

チ
ー

ム
器

材
庫

や
各

部
屋

の
物

品
配

置
の

再
検

討
と

整
理

を
し

、
業

務
し

や
す

い
環

境
を

つ
く

る

器
材

庫
に

物
品

配
置

の
マ

ー
キ

ン
グ

を
つ

け
た

後
、

マ
ー

キ
ン

グ
通

り
収

納
で

き
て

お
り

、
業

務
し

や
す

い
環

境
に

な
っ

た

イ
ン

シ
デ

ン
ト

・
ア

ク
シ

デ
ン

ト
分

析
件

数
2

事
例

4
事

例
・

朝
会

議
で

情
報

を
共

有
し

同
じ

イ
ン

シ
デ

ン
ト

を
起

こ
さ

な
い

　
・

必
要

時
速

や
か

に
事

例
検

討
（

R
C

A
分

析
）

を
行

う

4
事

例
に

R
C

A
分

析
を

行
い

、
対

策
を

講
じ

実
施

で
き

て
い

る

イ
ン

シ
デ

ン
ト

発
生

時
は

速
や

か
に

対
策

を
講

じ
、

実
施

・
再

評
価

し
て

い
く

タ
イ

ム
ア

ウ
ト

の
定

着
定

着
定

着
麻

酔
医

、
執

刀
医

（
特

に
外

科
）

と
声

を
か

け
な

が
ら

実
施

し
て

い
く

1
0

0
％

実
施

で
き

て
い

る
継

続

感
染

防
御

・
針

刺
し

事
故

防
止

（
エ

ピ
ネ

ッ
ト

件
数

）
０

件
7

件
（

3
件

増
）

針
刺

し
、

体
液

暴
露

防
止

の
徹

底
。

医
師

（
研

修
医

・
学

生
）

や
中

材
ス

タ
ッ

フ
へ

の
啓

蒙

エ
ピ

ネ
ッ

ト
件

数
が

昨
年

よ
り

増
加

し
た

が
、

ほ
と

ん
ど

が
医

師
で

あ
っ

た
。

N
s
の

声
掛

け
に

エ
ピ

ネ
ッ

ト
入

力
し

て
く

れ
る

事
も

あ
り

、
意

識
付

け
に

な
っ

た
と

思
わ

れ
る

件
数

が
増

加
し

て
い

る
た

め
、

引
き

続
き

対
策

を
講

じ
る

必
要

あ
り

環
境

療
養

チ
ェ

ッ
ク

9
５

%
以

上
9

6
%

２
回

/年
実

施
。

評
価

が
低

い
項

目
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

改
善

を
図

る
評

価
が

低
い

項
目

は
、

注
意

喚
起

や
環

境
整

備
を

行
い

、
前

半
よ

り
改

善
で

き
た

継
続

倫
理

事
例

検
討

2
件

1
件

事
例

を
も

と
に

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

行
う

1
事

例
の

事
例

の
振

り
返

り
を

行
っ

た

品
格

・
身

だ
し

な
み

チ
ェ

ッ
ク

９
５

％
以

上
8

8
%

２
回

/年
実

施
。

評
価

が
低

い
項

目
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

改
善

を
図

る
評

価
が

低
い

項
目

に
つ

い
て

ポ
ス

タ
ー

作
製

し
注

意
喚

起
し

た

手
術

室
看

護
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

学
習

会
1

2
回

1
0

回
（

1
月

末
ま

で
）

年
間

計
画

に
沿

っ
て

実
施

。
麻

酔
科

医
師

よ
り

麻
酔

に
つ

い
て

の
学

習
会

を
計

画
す

る
ほ

ぼ
計

画
に

沿
っ

て
行

っ
た

。
麻

酔
医

よ
り

2
回

、
業

者
よ

り
Z

o
o
m

で
の

学
習

会
を

1
回

行
っ

た

院
外

学
習

会
：

1
人

当
た

り
の

参
加

回
数

（
学

会
・

W
E

B
研

修
）

2
回

/人
6

人
状

況
に

応
じ

て
Z

o
o
m

や
W

E
B

で
の

研
修

参
加

目
標

回
数

は
達

成
で

き
な

か
っ

た

院
内

学
習

会
：

1
人

当
た

り
の

参
加

回
数

（
看

護
部

主
催

を
含

む
）

４
回

/人
6

.6
回

/人
手

術
状

況
に

応
じ

て
、

で
き

る
だ

け
参

加
で

き
る

よ
う

に
配

慮
し

て
い

く
。

参
加

で
き

な
い

場
合

の
フ

ォ
ロ

ー
対

策
を

講
じ

る
院

内
学

習
会

は
1

人
平

均
6

.6
回

参
加

で
き

た

電
子

カ
ル

テ
の

修
正

適
宜

修
正

適
宜

修
正

看
護

計
画

（
診

断
）

等
を

使
用

し
や

す
い

よ
う

に
内

容
を

修
正

し
て

い
く

麻
酔

体
位

の
イ

ン
シ

デ
ン

ト
か

ら
、

サ
イ

ン
イ

ン
に

確
認

項
目

を
追

加
し

た
。

看
護

計
画

も
立

案
し

易
く

修
正

し
た

次
年

度
も

Z
O

O
M

で
の

学
習

会
を

取
り

入
れ

て
い

く
。

　
　

　
　

　
麻

酔
指

示
書

や
看

護
計

画
を

修
正

し
た

が
、

修
正

後
の

評
価

を
し

て
い

く
。

ま
た

、
手

術
室

で
の

看
護

を
病

棟
で

継
続

し
て

も
ら

う
た

め
の

記
録

を
考

え
て

い
く

次
年

度
の

課
題

最
終

評
価

倫
理

事
例

検
討

は
引

き
続

き
行

う
日

々
の

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
を

次
に

活
か

す
た

め
、

部
屋

リ
ー

ダ
ー

の
役

割
を

明
確

に
し

取
り

組
む

シ
ー

ル
紛

失
は

物
品

が
必

要
な

時
困

る
た

め
、

紛
失

し
な

い
た

め
の

工
夫

を
考

え
る

。
コ

ス
ト

漏
れ

チ
ェ

ッ
ク

も
引

き
続

き
継

続
し

て
い

く

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

活
用

後
の

評
価

  
  
次

年
度

は
病

棟
用

患
者

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
見

直
し

を
行

う

医
師

と
相

談
し

、
安

全
を

考
慮

し
な

が
ら

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

調
整

し
て

い
く

環
境

療
養

の
整

備
感

染
防

止
意

識
の

向
上

倫
理

的
配

慮
の

意
識

向
上

青
チ

ー
ム

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
  
  
  
 令

和
 4

年
 2

月
 手

術
室

師
長

　
　

樋
口

　
広

子

区
分

目
　

標
成

果
指

標
R

3
年

度
担

当
者

行
動

計
画

令
和

3
年

度
　

手
術

室
B

S
C

最
終

評
価

目
標 財 務 視 点

経
営

を
意

識
し

た
物

品
管

理
コ

ス
ト

意
識

の
向

上

顧 客 の 視 点

院
内

連
携

・
協

力
の

促
進

青
チ

ー
ム

師
長

副
師

長

赤
チ

ー
ム

赤
チ

ー
ム

師
長

副
師

長

学 習 と 成 長 の 視 点

専
門

性
・

実
践

能
力

の
向

上
黄

チ
ー

ム

内 部 プ ロ セ ス 視 点

働
き

や
す

い
職

場
環

境
つ

く
り

医
療

安
全

意
識

の
向

上
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 令
和

3
年

度
 

 
N

S
T
・

褥
瘡

対
策

委
員

会
B

S
C

最
終

評
価

 
 

目
標

：
褥

瘡
を

創
ら

な
い

、
持

込
み

褥
瘡

は
早

期
に

治
癒

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
令

和
4

年
3

月
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
目

標
 

成
果

 
重

要
評

価
指

標
 

R
2

年
度

実
績

値
 

R
3

年
度

目
標

値
 

R
3

年
度

実
績

値
 

担
当

 
最

終
評

価
 

顧 客 の 視 点  

褥
瘡

発
生

防
止

 

     多
職

種
に

よ
る

適
切

な
栄

養
管

理
 

褥
瘡

発
生

要
因

の
 

早
期

把
握

と
予

防

の
強

化
 

   栄
養

状
態

の
維

持

改
善

 

Q
O

L
の

向
上

 

新
規

褥
瘡

発
生

率
 

    個
人

対
応

食
率

 
 

1
.4

4
％

 

     1
.8

％
（

参
考

値
）

 

1
.2

％
以

下
 

    

2
.5

％
 

 

 
1

.2
6
％

 

    

3
.0

％
 

 

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

 

回
診

・
デ

ー
タ

班
 

  管
理

栄
養

士
 

 

・
昨

年
度

（
1

.4
4
％

）
と

比
較

し
新

規
褥

創
発

生
率

は
下

が
っ

た
。

マ
ッ

ト
レ

ス
の

正
し

い
選

択
は

で
き

て
い

る

が
、

徐
圧

不
足

・
背

抜
き

・
圧

抜
き

・
ず

れ
が

原
因

に

よ
る

褥
創

発
生

者
が

多
い

傾
向

。
褥

創
の

発
生

要
因

を

把
握

し
新

規
発

生
予

防
に

努
め

る
。

各
病

棟
で

の
徐

圧
・

摩
擦

・
ず

れ
防

止
、

正
し

い
ス

キ
ン

ケ
ア

の
実

施
、

保
湿

剤
塗

布
に

努
め

る
。

 

・
多

職
種

で
情

報
共

有
し

、
低

栄
養

の
早

期
発

見
と

一
人

ひ
と

り
に

適
し

た
食

事
の

提
供

。
 

経 営 の 視 点  

治
癒

の
向

上
 

  特
食

加
算

率
の

向
上

 

褥
瘡

記
録

入
力

の
 

精
度

向
上

 

治
癒

期
間

の
短

縮
 

  疾
病

に
適

し
た

食

事
の

提
供

 

 確
実

な
褥

瘡
管

理
 

ｄ
2

以
下

の
治

癒
期

間
 

 特
別

加
算

食
率

 

  入
力

監
査

結
果

 

1
7

.3
日

 

  2
4

.6
％

(参
考

値
）

 

 9
4
・

1
2
％

 

1
4

日
以

内
 

  

2
7
％

 

  

1
0

0
％

 

1
4

.1
日

 

  

3
2

.4
％

 

  

9
5

.0
％

 

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

 

回
診

・
デ

ー
タ

班
 

管
理

栄
養

士
 

 マ
ニ

ュ
ア

ル
班

 

学
習

・
広

報
班

 

・
月

に
2

回
褥

瘡
回

診
を

行
な

う
こ

と
が

で
き

た
。

回
診

者
を

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

し
効

率
的

に
回

診
が

で
き

る
よ

う
今

後
も

行
な

っ
て

い
く

。
よ

り
よ

い
回

診
に

な
る

よ
う

D
E

S
IN

G
－

R
評

価
、

処
置

方
法

の
検

討
し

病
棟

に
還

元

す
る

。
メ

ン
バ

ー
も

学
習

し
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

。
 

 ・
各

病
棟

5
例

ず
つ

毎
月

に
入

力
監

査
を

行
い

、
集

計
結

果
を

委
員

会
で

報
告

し
て

い
る

。
評

価
に

つ
い

て
は

別

紙
参

照
。

 

内 部 プ ロ セ ス  

ケ
ア

の
標

準
化

 

褥
瘡

管
理

能
力

の
 

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

 

  褥
瘡

予
防

物
品

の

適
正

使
用

 

セ
ク

シ
ョ

ン
で

の
学

習
会

 

  マ
ッ

ト
レ

ス
・
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
使

用
状

況
 

 

各
部

署
で

実

施
 

  全
床

に
体

圧

分
散

ﾏ
ｯ
ﾄ
が

配

備
 

ｸ
ｯ
ｼ
ｮﾝ

は
不

足
 

1
回

/
年

以
上

の
実

施
 

  ク
ッ

シ
ョ

ン
の

把
握

、
管

理
方

法
検

討
 

各
セ

ク
シ

ョ

ン
1

回
／

年

実
施

 

 各
セ

ク
シ

ョ

ン
に

希
望

数

購
入

 

 

マ
ニ

ュ
ア

ル
班

 

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

 

  マ
ニ

ュ
ア

ル
班

 

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

 

・
各

病
棟

で
計

画
し

、
学

習
会

は
１

回
/
年

は
実

施
で

き
た

。
 

・
今

年
度

は
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
H

IS
か

ら
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

D
E

S
IG

N
-
R

改
訂

や
車

椅
子

乗
車

時
の

褥

瘡
予

防
策

に
つ

い
て

の
記

載
を

修
正

し
た

。
 

・
ク

ッ
シ

ョ
ン

は
数

的
に

は
ま

だ
不

足
し

て
い

る
と

の
意

見
も

あ
る

た
め

、
委

員
を

中
心

に
保

有
数

の
可

視
化

・

必
要

数
の

把
握

を
す

る
 

学 習 と 成 長 の プ ロ セ ス  

専
門

知
識

と
実

践
能

力
の

向
上

 
知

識
の

浸
透

 

学
習

会
の

開
催

 

研
修
・
発

表
会

へ

の
参

加
 

 院
内

症
例

報
告

 

  

1
回

/
年

 

   未
実

施
 

 

 

1
回

/
年

 

   

1
題

 

 

 

1
回

/
年

 

   

未
実

施
 

  

学
習

・
広

報
班

 

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

 

  リ
ン

ク
ナ

ー
ス

 

学
習

・
広

報
班

 

・
9

/
2
・

1
6

に
「

褥
瘡

対
策

リ
ン

ク
ナ

ー
ス

研
修

」
実

施
。

 

・
2

/
9

予
定

し
て

い
た

院
内

学
習

会
は

中
止

と
な

り
、

各

病
棟

・
科

で
委

員
が

実
施

し
た

。（
「

褥
瘡

予
防

の
た

め
の

関
わ

り
方

」）
 

・
1

0
月

に
褥

瘡
た

よ
り

発
行

。（
D

E
S

IG
N

-
R

改
訂

の

お
知

ら
せ

）
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